
令和7年度市民公益活動促進補助金申請事業の審査結果 大阪狭山市市民公益活動促進委員会

●審査実施日：令和7年4月20日（日）

●参加団体数及び事業数

■チャレンジ部門

大阪狭山市まちづくり研究会

オレンジいっぱいプロジェクトin大阪狭
山

たまゆら（介護者家族の会）

大阪狭山市民の学びと集いの場

2 65,000

100,000

査定額
(円)

申請事業の概要

当事者やその家族だけでなく、一般市民
を対象とした勉強会を実施するなど、広
く情報発信に取り組んでください。

65,000
《１回目申請事業》
自宅で家族を介護している当事者や、当事者以外の方に向
け、学びの場としての講演や情報発信を実施する。

チャレンジ部門：２団体･２事業　　　　　○総補助金申請額：165,000円

自立促進部門テーマ型：４団体･４事業　　○総補助金申請額：716,000円

自立促進部門提案型　：３団体･３事業　　○総補助金申請額：614,000円

●評価部会の審査を踏まえ、令和７年５月１日（木）開催の大阪狭山市市民公益活動促進委員会で審議を経て公表するものです。

審査会からのコメント

1

●審査結果：チャレンジ部門２事業、自立促進部門テーマ型４事業及び提案型３事業の推薦を決定し、補助金の査定額は下表のとおりです。

100,000

《１回目申請事業》
認知症への関心を高め、正しい理解を広めることを目的にオ
レンジガーデニングプロジェクトを実施する。認知症の象徴
であるオレンジ色の花を市内で咲かせることで、認知症につ
いて考える機会を創出し、地域全体の意識向上を図る。

オレンジ色の花の普及とともに、オレン
ジ色と認知症の結びつきを周知し、認知
症についての市民意識の向上に努めてく
ださい。

申請額
(円)

申請団体名



■自立促進部門テーマ型

大人の本氣見せたろ会

でっかい背中フェスタ

特定非営利活動法人南大阪サポート
ネット

ひきこもりの若者たちが「EM廃油石鹸」
で
未来との循環を作る

大阪狭山防災士の会

～みんなで学びペット防災体験＆ペッ
トと同行避難～

2 240,000 240,000

《４回目申請事業》
ひきこもりの若者たちと支援者が、廃油を集めてＥＭ廃油石
鹸づくり、その石鹸を使ってもらうことを通して、社会との
繋がりを持ち、自分にも社会にも優しい循環のある取組みと
して社会に貢献することで、当事者が望む自分らしい生き方
の実現を目指す。

当事者の自己決定を尊重し、引き続き、
当事者が社会とのつながりを得られる事
業となるよう努めてください。廃油石鹸
の販路の拡大について、市内での販売の
みに限らず普及できる仕掛けを検討して
ください。

市民に積極的に参加してもらえるような
広報に加え、他の市民団体と交流や連携
を深め、市内並びに近隣での仲間づくり
に取り組んでください。また、スタッフ
の拡充にも努めてください。

1 116,000 116,000

《２回目申請事業》
大人が本気で取り組む、大人が主役の運動会を開催する。初
対面の人と一致団結し優勝を目指すことにより仲間意識が芽
生え、地域の活性化につなげる。

申請団体名
申請額
(円)

審査会からのコメント
査定額
(円)

申請事業の概要

3 150,000 150,000

《１回目申請事業》
人とペットの防災体験を実施し、人と動物の共生する社会づ
くりを推進するとともに、平時から行うべき対策や災害時の
同行避難について飼い主などへの普及啓発を行う。

市内での取り組みとして先行事例であ
り、人と動物の共生する社会づくりに向
けた必要な事業であると思われます。イ
ベント実施に向けた、会場や関係者との
折衝に努めてください。



猫ともくらぶin大阪狭山

ペット防災～さやりんの箱舟大作戦～

■自立促進部門提案型

特定非営利活動法人南大阪サポート
ネット

ひきこもり、不登校に関する支援マップ
作成

NPO団体
グローバル・スクール

“歌の力”で高齢者の孤立、孤独をサ
ポートする「高齢者憩いの歌声広場」

大人の本氣見せたろ会

こどまちっく天国

申請団体名
申請額
(円)

査定額
(円)

申請事業の概要 審査会からのコメント

2 260,000 260,000

《３回目申請事業》
高齢者の孤立・孤独を防ぐことを目的として、歌の力で元気
になれるように、大きなスクリーンに映像と歌詞を映しなが
ら、ピアノの生併奏で昭和と平成に流行した歌謡曲などを楽
しく全員で合唱する事業を実施する。

高齢者に生きがいを提供する大切な活動
であると思われます。事業の継続性を鑑
みて、既存のリピーターだけでなく、来
られなくなった人へのフォローや、高齢
者福祉施設との連携等を視野に入れた活
動に努めてください。

1 261,000 261,000

《２回目申請事業》
ひきこもり当事者は支援窓口や相談に行けない状況がほとん
どであり、当事者の親も相談場所を探すのに苦労するケース
が多い中、本事業でひきこもり・不登校に関する支援マップ
を作成することで、近隣他市にわたり負担なく情報に出会え
るようにする。

スタッフの方自身のケアをしっかりして
ください。支援マップの活用方法につい
ても検討し、対象者のほか、社会的理解
を深めることにも活用してください。

申請団体名
申請額
(円)

査定額
(円)

申請事業の概要 審査会からのコメント

210,000

《１回目申請事業》
ペットだけではなく誰もが助かる防災への備えについて、
様々な意見、アイデア、情報収集などが行える場を作ること
を目的としたイベントを実施する。

イベントの実施に際しては、具体的なス
ケジュールや協力団体、会場、講師につ
いて事前調整を行い、実現できるよう取
り組んでください。また、協力団体につ
いては早期に折衝をはじめてください。

4 210,000

3 93,000 93,000

《２回目申請事業》
自分たちで考え作った商品を売買する、子どもだけのマル
シェを実施する。子どもの主体性にフォーカスし、どんな環
境や立場の子どもも自分で考えや感情を安心して表現できる
場所づくりをし、生きるチカラを育む。

子どもの自主性・創造性を育む意欲的な
事業であると思われます。
引き続き、対象の子どもだけでなく、他
の市民団体等にもアプローチし、積極的
に事業に取り組んでください。また、運
営スタッフの拡充にも努めてください。


